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追加資料 図１ 口永良部島 最近の火山活動経過図（2015年１月～2016年６月13日） 
 

 

注１ 2015年５月 23日に島内のごく浅いところを震源とする地震（震度３、M2.3：暫定

値）が発生したことから、監視を強化するため、５月１日から計数基準を新岳北東山

麓観測点上下動1μm/s以上、または新岳西山麓観測点上下動３μm/sに変更していま

す。また、2015年５月29日の噴火及びその後の停電や通信障害の間は、永迫観測点

も使用して計数しています。 
注３ 2016年６月１日からは野池山３観測点上下動８μm/s以上または新岳西山麓観測点上下動３
μm/s以上で計数しています。 
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2011年 10月 23日解析

開始 

2011年 10月 23日解析

開始 

追加資料 図２ 口永良部島 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2016年６月12日） 
 

 
灰色部分は観測点障害のため欠測を表す。 
（国）：国土地理院 

 

2013年１月１日解析

開始 
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国土地理院機器交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図29-1 桜島 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2016年５月31日） 
・2015年１月頃から姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）を挟む基線に伸びの傾向がみられる。 

・島内では８月15日の急激な変動後は山体の収縮傾向がみられていたが、2016年１月頃

から停滞している。 
島内及び姶良カルデラ周辺の気象庁・国土地理院の９観測点の基線による観測を行っている。 

この基線は第30図の①～⑥に対応している。 

解析に際しては対流圏補正と電離層補正を行っている。 

（国）：国土地理院の観測点を示す。 

灰色の部分は機器障害による欠測を示す。 
 ④の基線は2012年10月26日に鹿児島３(国)のアンテナ交換を行っている。 

 

2016年４月熊本

地震による変動 

2016年４月熊本

地震による変動 
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浅間山 

浅間山   （2016年６月12日現在） 
○最近の活動概況 

６月６日以降、夜間に高感度カメラで確認できる程度の弱い火映を観測している。火映を観測したの

は、１月３日以来である。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2015年６月から多い状態が続いていたが、12月以降減少した。

2016年２月以降は１日あたり300トン以下となっていたが、６月10日に400トンとなった。 

  

 
 図１ 浅間山 最近の活動経過図（2013年１月１日～2016年６月12日） 
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図２ 浅間山 火映の状況 

（左・鬼押遠望カメラ（６月10日）、右・追分遠望カメラ（６月10日）による） 

図３ 浅間山 火山ガス（二酸化硫黄）放出量（2002年７月４日～2016年６月12日） 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2015年６月から多い状態が続いていたが、12月以降減少した。2016

年２月以降は１日あたり300トン以下となっていたが、６月10日は400トンであった。 
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御嶽山 

 

 

図２ 御嶽山 火山活動経過図（2006 年１月１日～2016 年５月 31 日） 
2010 年 10 月以降の GNSS データについては解析方法を改良し、対流圏補正と電離層補正を行っている。 

なお、解析には、IGS（International GNSS Service： 国際 GNSS 事業）から提供される超速報暦を 

用いている。 

②微動の最大振幅 田の原上観測点（剣ヶ峰南東約２km）の上下動の変位振幅。火山性微動の発生した

2015 年７月 20 日、2016 年５月 19 日を含む灰色部分は機器障害のため振幅値欠測。 

⑥図 18 の GNSS 基線②に対応し、空白期間は欠測を示す。 

 

噴火 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準の変更 

2006 年 12 月１日 

S－P２→１秒以内 

噴火直前の 9/27 11:41 から 10/7 までほぼ

連続的に発生したため、グラフの縦軸のプ

ロットは継続時間を示していない。 

2014/9/27 11:52 からの噴火について、遠望カメ

ラによる噴煙の高さは視界不良のため不明だ

が、気象レーダーでは火口上縁約 7000ｍと推定。 

噴火 

遠望カメラによる高度 

カメラのよる最高高度

は火口縁上 800m(9/28) 

噴火 

噴火直前の 2014/9/27 

11:41 から 10/7 までほぼ
連続的に発生したため、グ
ラフの縦軸のプロットは
継続時間を示していない。 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加資料 図１ 阿蘇山 火山活動経過図（2013年１月～2016年６月12日） 
 

374～2,393 231～1,269 110～532 

微動振幅増大のため計数不能 

260～1,576 247～1,173 

降水量欠測 

降水量欠測 

○は産業技術総合研究所 
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